
（１）事業の概要等

（２）事業費
単位等

千円

千円

千円

千円

％

千円

人

千円

人

千円

千円

千円 15,828

計（B） 13,943 18,731 13,838 15,828

人
件
費

正規職員（平均賃金） 0 0 0 0

正規職員

その他職員 9.00 8.00 6.00

―

対前年比 ― ― ― ―

7.00

R5

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源

計（A） 0 0 0 0

その他

事
業
費

項目 R1 R2 R3 R4

国・県支出金

予算額 ― ― ― ―

その他職員（時給×時間） 13,943 18,731 13,838 15,828

事業費合計（C＝A＋B） 13,943 18,731 13,838

対象
（何･誰を対象

に）

生後６か月から就学前の児童を養育している世帯

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

保護者の外出や育児に伴う負担などの理由で、家庭で保育することが困難
となる場合に、子育て世代包括支援センター内の一時預かり室にて、一時
的（4時間まで）に子どもを預かる。
預かり時間は、9時30分～16時30分まで

●実績（R4年度）
　報酬　　　　11,640,316円
　期末手当    2,016,162円
　共済費       2,002,993円
　費用弁償      169,200円

受益者負担 有
生活保護世帯または市県民税非課税世帯：0円
多胎児育児世帯：350円/h→R5/7/1から200円/h
その他の世帯：700円/h→R5/7/1から400円/h

根拠法令
・個別計画

子ども・子育て支援事業計画 事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

一時的に子育てから解放し、体力的にも精神的にも余裕を生み出すこと
で、家庭で保育している保護者が安心して子育てができるように支援する。

担当係 こども家庭係

目 2 大 3 中 1予算区分 一般会計 款 3 項 3

事業番号 B1502-2

実施計画事業 〇
実施計画事業以外の事業 　

令和５年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 一時預かり事業 担当部 こども未来部

事業期間 平成３０年度 ～ 令和７年度以降 担当課
子育て世代包括

支援センター

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

15
展開
方向

2



（３）業績

単位

1 人

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

今後の実
施内容

引き続き児童館とも連携しながら現状規模で実施していく。

事務事業評
価による額

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 ― ― ― 44,585

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

コロナ禍が落ち着いてきたこともあり、R４年度はこれまでよりも大幅に利用が増
加した。
また、東部地域の方にも気軽に利用していただけるよう、令和4年9月からは大城
児童館においても一時預かり事業を開始した。
また、令和5年7月からは利用者負担を減額するとともに、令和5年4月1日以降に
生まれた子どもに対して2回分の無料お試しクーポンを配布し、本事業のさらなる
周知を図っていく。

―

308 373 794 1,324

R5

成
果
指
標

指
標

指標ほか R1 R2 R3 R4

活
動
指
標

一時預かり事業利用
延べ人数 人

― ― ― ―

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 ― ― ― 355

児童館・子育て世代包括支援
センターの利用者数 ↗ 531,773 209,797 406,139 561,547

展開方向における指標の推移 基本施策 15 展開方向 2

指標名 方向性 基準値 R2 R3 R4 R5


